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平成 28 年度四国 5 大学連携女性研究者研究交流発表会 

 アンケート集計結果 

【実施日】 2017年 2 月 3 日(金) 13時 30分～17時 20分 

【実施場所】グランディ鳴門・ザ・ロッジ 

【対象者】 研究者・大学院生・学生(四国 5大学(徳島大学/鳴門教育大学/香川大学/ 

愛媛大学/高知大学)及び連携企業) 

 

1. 平成 28年度四国 5大学連携女性研究者研究交流発表会は有意義でしたか？                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・新しいことを色々と知れた。 

 

2．ショットガンプレゼンテーションに参加して有意義でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・いろいろな女性研究者がいることが分かった。 

 

54%
42%

0%
4%

①大変有意義だった

②有意義だった

③有意義でなかった

④無回答

46%

46%

8%

①大変有意義だった

②有意義だった

③有意義でなかった

④無回答
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73%

15%

12%

①大変有意義だった

②有意義だった

③有意義でなかった

④無回答

3．共同研究プロジェクト発表に参加して有意義でしたか？                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．男女共同参画や女性研究者の活躍推進に向けて大隅典子先生のご講演は有意義でしたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．男女共同参画や女性研究者の活躍推進に向けて大隅典子先生のご講演についての感想

をご記入下さい。  

 ・性差の思い込みが無意識に刷り込まれていることに気づかされました。 

  できるだけ解消していくべきだと思います。 

 ・大隅先生に言われてはじめてバイアスがあることに気がつくことができた。 

 ・これまでの女性研究者の歴史や，現在の日本・世界の状況についてよく理解ができ 

ました。わたくし自身の意識も変えるべきだと，改めて，認識する機会になりまし 

た。ありがとうございました。 

 ・日本の女性が活躍する上での問題点を非常に明確にお示し下さり，有意義でした。 

 ・ジェンダー差に関してたいへん有意義な講演でした。 

  

38%

50%

12%

①大変有意義だった

②有意義だった

③有意義でなかった

④無回答
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 6．本日の研究交流発表会はご自身の研究に今後どのような反映があると思われます

か？ 

 ・自分の専門分野以外の研究者の研究発表を聞くことの意義について経緯を理解した。 

  研究者育成のヒントが得られた。 

 ・四国の大学のさまざまな分野の先生方と知り合いになれる機会をもて，とても 

有意義でした。 

 ・様々な研究分野においての女性研究者の活躍を感じで元気が出ました。 

 ・普段関わる事のない分野の研究方法を知れた事が自分の研究を考えるにあたって参考 

になった。 

 ・異分野の方との交流は刺激になると思いました。 

 ・1年に 1回にこのようなセミナーに出ることで問題意識を新たにして，大学を良くし 

ていこうという気持ちを持って，研究教育に当たることができます。 

  

 

７．開催日程についてどう思われますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．平成 29年度の開催場所はどちらがよいと思われますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15%

66%

15%

4%

①土・日曜日開催がよい

②金・土曜日開催がよい

③平日開催がよい

④無回答

69%

27%

4%

①エクシブ鳴門

②徳島大学構内

③無回答
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９．今後、聴講してみたい講演及びセミナーがあればお聞かせください。 

 ・その分野をリードする先生の講演が良いと思います。 

 ・日本を代表するような女性研究者の講演を拝聴できればと思います。 

 

１０．その他、ご自由にご感想やご意見をお聞かせください。 

 ・運営，準備等どうもありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいた 

します。 

  


